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導入の必要性について
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常総市の概要

人口 面積

64,181人 ／ 23,662世帯 （H29.3.31現在） 123.64k㎡

※うち4,474人／2,133世帯が外国籍 （南北：約20km，東西：約10km）

鬼怒川 小貝川

常総市
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利根川

本市は茨城県の南西部、都心から55キロメートル圏内に位置しており、市のほぼ中央に鬼怒川、

東側のつくば市との行政界に小貝川が流れている。

「千姫ちゃま」
常総市マスコットキャラクター

つくば市



平成27年9月関東・東北豪雨の浸水状況
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9月10日午前6時30分に常総市若宮戸地先で鬼怒川が溢水、同日午後0時50分に常総市三坂町

地先で鬼怒川堤防が決壊し、市の3分の１（約40k㎡）が浸水した。

小貝川

鬼怒川

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0㎞）

常総市役所から撮影（撮影日：9/11）

【決壊地点近傍】家屋等の流出状況（撮影日：9/11）

鬼怒川

鬼怒川

小貝川

小貝川

常総市役所

：氾濫域の最大総浸水
面積（40ｋ㎡）

国土地理院公表資料

：決壊箇所
鬼怒川左岸21.0km

：浸水範囲内の建築物

常総市役所

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）

溢水箇所
（鬼怒川左岸25．35km）

×

（内閣府 中央防災会議 水害時の避難・応急対策検討ワーキンググループ 報告書より）



市役所庁舎の浸水（H27.9.11撮影）
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浸水した庁舎１階 避難所となった庁舎2階

↓浸水した庁舎非常用電源設備

浸水した庁舎駐車場 浸水した常総市役所
（提供：国土交通省関東地方整備局）



平成27年9月関東・東北豪雨における当市の対応

4（内閣府 中央防災会議 水害時の避難・応急対策検討ワーキンググループ 報告書より）

住民への情報伝達方法

• 防災行政無線

• 広報車（消防団車両含）

• 消防団の呼びかけ

• 市ホームページ

• 緊急速報メール（エリアメール）

• Lアラート

避難勧告や避難所開設情報などを

随時発信していた。



常総市の防災行政無線について
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平成7年 アナログ同報系防災行政無線の運用開始（旧石下町）*全54局（親１局）

戸別受信機の導入（希望者へ販売）※

平成18年1月 旧水海道市と旧石下町が合併し常総市となる。

（当時、防災行政無線は、旧石下町域のみで旧水海道市域にはなかった。）

平成27年4月 デジタル同報系防災行政無線の運用開始（市内全域）*全195局（親１局，再送信4局）

遠隔制御操作卓を消防署２箇所に設置（西南広域消防本部及び常総広域消防本部）

平成27年9月 鬼怒川氾濫により、防災行政無線子局（10局）に被害

平成29年3月 屋外拡声子局の増設*全199局

※アナログ波からデジタル波に更新されたことにより、戸別受信機が利用できなくなった。
現在、デジタル波の戸別受信機の導入を検討している。



常総市の防災行政無線の運用
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チャイム放送

7時、12時、17時に1日3回チャイム（音楽）を放送

防災行政無線テレフォンサービス

放送が聞こえにくかったり、聞き逃した場合のための、テレフォンサービス（放送した音声を聞くことができるサー

ビス）を、防災行政無線のデジタル化と合わせて開始。※通話料は利用者負担

緊急放送

災害発生時等に、避難情報や避難所開設及び避難誘導情報などを放送

（Jアラートと連動しており、有事の際は自動で緊急情報を自動で放送できるようになっている。また、消防署に遠隔

制御操作卓を設置しており、市内で火事が起きた際に、消防署が火災発生の放送を行っている。）

定時放送（行政からのお知らせ放送）

小学校の下校時間に合わせて、15時5分に児童の声で見守り放送を行っているほか、市が開催するイベント情

報などを放送。主に音声録音による、予約放送。

市ホームページへ放送内容の掲載

放送予定日時、放送区域、放送内容（原稿）を，随時ホームページで公開。



浸水による防災行政無線の被害と対応

被害概要

鬼怒川決壊による氾濫水で、防災行政無線子局

（10局）が浸水で故障し、一部地域で放送ができ

なくなった。

停電が続いていたため、子局の非常用バッテリー

の耐用時間（72時間）が過ぎてしまった。

7

対応

浸水被害がなかった地域の子局の機器を応急的

に故障した子局に移設し仮復旧した。

※平成28年2月に完全復旧

停電が解消されるまでの期間は、バッテリーの耐

用時間が来る前に新しいものと交換した。 赤：浸水被害子局
青：機器移設元子局



防災行政無線による情報伝達の課題
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• 雨や風などの気象条件で聞こえにくくなる

H27.9月関東・東北豪雨時、救助ヘリコプターの飛行音で、放送が

聞こえないと、住民から聞かれた。

• 停電状態が長く続くと、子局のバッテリーが切れる

交換するにも、業者に依頼し、現地で作業を行ってもらわなければならないため、状況によっては交換できない

事態になることもある。水害時は、市内で10日間浸水が継続したところもあり、可能性は十分ある。

• 放送の内容（情報）が多すぎると、聞き逃してしまう

時間が２分を越える放送をすると、聞き洩らしが発生しやすいように感じた。放送内容を確認できるテレフォン

サービスがあったが、災害時はパンクしてしまい、内容を確認する電話が、直接、市にかかってきた。

• 耳の不自由な方（高齢者）や外国人への対応

屋外拡声子局では、聞き取りにくい方がどうしてもいる。また、基本的に日本語で放送を行うため、外国籍の住

民に対しては、防災行政無線で全く情報が伝えられなかった。



平成27年9月関東・東北豪雨及び防災に関するアンケート調査結果※速報値
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217
96

9
19

43
43

56
57
58

93
100

259
496

514

無回答

その他

行政からの電話、FAX

水防団、消防団からの声かけ

インターネット上の川の水位情報

ホームページ

SNS（twitter,LINE,Facebook等）

各種メールサービス

市や消防の広報車

自分で川の様子を見に行った

ラジオ

防災行政無線

テレビ

近所の人や知人からの連絡

0 100 200 300 400 500 600

問３ 水害時、最も利用した情報媒体はなんですか？次から１つだけ○をつけてください。 回答数

1. 調査対象・・・・・・茨城県常総市における居住者（6000人）

2. 調査期間・・・・・・平成28年12月

3. 有効回答件数・・・約2000件（常総市居住者6000人のうち）

4. 調査方法・・・・・・・アンケート調査



平成27年9月関東・東北豪雨及び防災に関するアンケート調査結果※速報値

122

668

6

46

347

871

無回答

有料なら欲しくない

30,000円～50,000円

10,001円～30,000円

5,001円～10,000円

5,000円以内

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

問９ 防災行政無線を室内で聞くことができるものとして、戸別受信機がありますが、

値段がどれくらいまでなら購入したいと思いますか？ 回答数
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189
45

25
44

398
598

761

無回答

その他

ホームページ

SNS（twitter,LINE,Facebook等）

市や消防の広報車

防災行政無線

緊急速報メール（エリアメール）

0 100 200 300 400 500 600 700 800

問８ 今後、市から緊急的な防災情報を発信する場合、特にどの情報媒体で発信して欲しいですか？

以下から１つだけ○をつけてください。 回答数



• 天候に左右されず、屋内で防災行政無線放送を聞くことができ、持ち出しても使える

• 停電が発生しても、電波を受信できれば、内臓バッテリー（乾電池含）により、

防災行政無線放送を聞くことができる

• 屋外拡声子局が、災害により故障した場合でも、防災行政無線放送を聞くことが

できる（屋外拡声子局の音声が聞こえにくい地域にも対応できる）

• １台あたりの価格が高価である

• ある程度の個数を、まとめて１度に購入しなければならない

• 電波の受信環境によっては、屋外受信アンテナを設置しなければならず、

さらにコストがかかる

デメリット
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戸別受信機のメリット・デメリット

メリット



●要配慮者対策

戸別受信機、テロップ表示器（多言語対
応）、テレビへ緊急内容文字表示（自動
起動）

●外国人対策

防災情報のプッシュ通知（多言語対応）
等を行うスマートフォンアプリの整備

●市外からの来訪者対策

防災情報のポータルサイトの整備

（放送を多言語音声で配信可能）
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今後の情報伝達の取り組みについて

災害情報伝達手段等の高度化事業の実証事業実施団体への選定（平成29年度）

実証事業の結果を踏まえ、平成30年度以降、

戸別受信機の本格導入するとともに様々な情報伝達手段を活用し、

住民ひとり一人に「きめ細やか」な情報伝達を行っていく


